
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンアクセス (OA)ウェビナーシリーズ 
シュプリンガーネイチャー・ジャパン 

2025 年 7 月 2 日（水） 

2025 年 7 月 9 日（水） 

2025 年 7 月 16 日（水） 

2025 年 7 月 23 日（水） 

オープンアクセス（OA）を含む、研究活動に関連する多彩なテーマを全 4 回にわたりご紹介します。 

セッション 1  7 月 2 日（水）16:00-17:00 日本語による講演（英語字幕付き） 

タイトル：オープンアクセス出版の現在地と未来：研究成果の可視化を加速する“転換契約” 

講演者：Masakatsu Endo  Business Development Director,  

Institutional Sales JSEAO, Springer Nature 

概要：オープンアクセス（OA）出版は、研究成果を迅速かつ広範囲に届けるための重要な手段として、世界中で注目を集めています。 

本講演では、OA 出版の基本的なメリットに加え、Green OA と Gold OA の違いや、Gold OA がもたらす可視性・即時性の 

優位性について解説します。また、世界の学術出版界における OA 推進の動向や、シュプリンガーネイチャーが主導する OA 化の 

取り組みを紹介するとともに、日本国内外で拡大が進む「転換契約」の概念とその仕組み、さらに所属機関が転換契約に参加する 

ことで受けられる OA 出版支援の具体的な内容についても詳しくご説明します。論文著者として、どのように OA 出版を活用できる 

か、今後の研究活動にどのような可能性が広がるのかを考える機会として、ぜひご参加ください。 

 

お申込み 

セッション 2  7 月 9 日（水）16:00-17:00 英語による講演（日本語字幕付き） 

タイトル：学術論文執筆と出版における生成 AI の活用 

講演者：Dr. Maybelline Yeo Trainer & Editorial Development Advisor,  

Researcher Training Solutions, Springer Nature 

概要：本講演では、学術執筆および出版における生成 AI の進化する役割について探ります。参加者は、 

AI ツールが執筆の効率を高め、文章の明確さを向上させ、出版プロセスを効率化する方法について 

理解を深めることができます。また、学術的なコミュニケーションにおける AI 活用の利点と限界、倫理 

的な配慮や責任ある使用方法についても検討します。さらに、現在の編集方針、出版社による AI 生 

成コンテンツへの見解、そして「ペーパーミル」に対する懸念の高まりについても取り上げます。 

お申込み 

セッション 3  7 月 16 日（水）16:00-17:00 英語による講演（日本語字幕付き） 

タイトル：編集者が語る、効果的な論文出版 

講演者：Dr. Martin Chopra Journal Editor Adis Publications, Springer Healthcare 

概要：本講演では、論文執筆に役立つ実践的な手法に加え、最適なジャーナルの選び方や査読プロセス 

への効果的な対応方法などについても取り上げます。 

主なトピック： 

・原稿全体を通してアイデアを論理的に整理し、読者に研究の意義を明確に伝える方法 

・最適なジャーナルに投稿してターゲット読者に届くようにする、効果的な出版戦略の立て方 

・査読プロセスをうまく乗り越え、論文の質を高め、より迅速に出版するためのコツ 

 

お申込み 

セッション 4  7 月 23 日（水）16:00-17:00 日本語による講演（英語字幕付き） 

タイトル：シュプリンガーネイチャーにおける研究公正の取り組み 

講演者：Dr. Hiromitsu Urakami Academic Engagement Director, Japan,  

Academic Affairs, Springer Nature 

概要：本講演では、研究公正の支援、責任ある研究活動の推進、および研究記録の正確性を維持する 

ための、シュプリンガーネイチャーの主要な取り組みを取り上げます。編集方針や AI ツールの活用 

を含む論文のチェック、研究公正に関するトレーニングについての提供に関する最新の調査結果を 

通じて、研究コミュニティへの支援のあり方と最新動向を共有し、研究公正に関わる課題への対応 

と責任ある研究文化の醸成に向けた取り組みをお伝えします。 

お申込み 

*本講演は、録画公開はございません。 


